
「
西
日
本
岡
谷
管
栄
会
」

第
12
回
総
会
を
開
催
し

親
睦
深
め
さ
ら
に
発
展

岡
谷
鋼
機
（
本
社
・
名
古

屋
市
中
区
、
社
長
岡
谷
健
広

氏
）
と
同
社
傘
下
で
総
合
住

宅
設
備
機
器
商
社
の
岡
谷
マ

ー
ト
（
本
社
・
東
京
都
江
東

区
、
社
長
霞
明
伸
氏
）
関
西

以
西
主
要
販
売
店
と
仕
入
先

で
組
織
す
る
「
西
日
本
岡
谷

管
栄
会
」（
会
長
中
島
誠
一

郎
氏
�
ナ
カ
シ
マ
会
長
）
は

１１
月
１８
日
、
京
都
市
伏
見
区

の
京
料
理
「
清
和
荘
」
で
第

１２
回
総
会
を
開
催
し
た
。

２１
社
２７
名
が
参
加
し
、
２

０
２
５
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
を
決
定
す
る
と
も
に
、
親

睦
を
深
め
会
員
企
業
の
さ
ら

な
る
発
展
を
誓
い
合
っ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
京
都
市

右
京
区
に
あ
る
臨
済
宗
大
本

山
妙
心
寺
退
蔵
院
を
訪
れ
、

室
町
時
代
の
画
家
・
狩
野
元

信
作
庭
の
枯
山
水
庭
園
や
池

泉
回
遊
式
庭
園
「
余
香
苑
」

な
ど
を
散
策
。
鮮
や
か
な
色

で
水
面
に
映
る
木
々
の
紅
葉

を
楽
し
ん
だ
後
、
松
山
大
耕

副
住
職
に
よ
る
講
話
や
座
禅

を
体
験
し
た
。

夕
刻
か
ら
総
会
に
臨
み
、

は
じ
め
に
中
島
会
長
が
「
西

日
本
岡
谷
管
栄
会
で
は
〝
歴

史
に
学
ぶ
〞
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
厳
選
し

毎
回
好
評
を
得
て
い
る
。
今

回
は
、人
見
康
裕
副
会
長（
ヒ

ト
ミ
社
長
）
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
酒
処
と
し
て
も
有
名

な
豊
臣
秀
吉
ゆ
か
り
の
伏
見

城
下
に
あ
る
料
亭
で
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
。
お
昼
に
は
講
話
を
拝
聴

し
、
し
ば
し
の
間
日
常
を
忘

れ
て
禅
の
精
神
に
触
れ
な
が

ら
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ

た
こ
と
と
思
う
。
な
か
な
か

真
似
で
き
な
い
貴
重
な
お
話

し
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
学
ん

だ
こ
と
を
一
つ
で
も
明
日
か

ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。
後
ほ
ど
の

懇
親
会
で
は
名
水
〝
伏
水
〞

を
使
っ
た
日
本
酒
も
い
た
だ

け
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
大

い
に
飲
ん
で
情
報
交
換
を
密

に
し
て
岡
谷
さ
ん
を
中
心
に

有
意
義
な
会
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
幹
事
会
社
を
代

表
し
岡
谷
鋼
機
大
阪
店
の
犬

井
佳
孝
取
締
役
店
長
が
挨
拶

に
立
ち
日
頃
の
営
業
協
力
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
事
務

局
か
ら
２
０
２
４
年
度
の
事

業
・
会
計
報
告
と
２５
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
案
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
た
。

議
案
審
議
に
続
き
岡
谷
鋼

機
配
管
建
設
本
部
の
大
野
学

本
部
長
が
２４
年
度
の
連
結
業

績
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

「
前
期
は
皆
様
か
ら
ご
支
援

を
賜
り
増
収
増
益
と
な
っ
た

が
、
今
期
は
単
体
ベ
ー
ス
で

厳
し
い
状
況
で
潮
目
が
変
わ

っ
て
き
た
の
で
は
と
実
感
し

て
い
る
。
今
年
は
中
期
経
営

計
画
の
最
終
年
度
で
も
あ

り
、
目
標
達
成
に
向
け
て
全

力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

物
件
減
少
、
人
件
費
高
騰
な

ど
厳
し
い
環
境
が
続
く
が
、

皆
様
に
寄
り
添
い
役
に
立
て

る
商
社
と
な
れ
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
概
況
を

報
告
し
さ
ら
な
る
協
力
を
求

め
た
。

次
い
で
、
賛
助
会
員
を
代

表
し
ア
ロ
ン
化
成
西
日
本
支

店
の
槇
原
潤
支
店
長
が
塩
ビ

管
・
継
手
の
市
場
動
向
と
同

社
の
重
点
的
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。

最
後
に
岡
谷
マ
ー
ト
の
霞

明
伸
社
長
が
「
今
年
度
上
期

は
、
大
阪
関
西
万
博
の
影
響

で
現
場
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
首

都
圏
も
再
開
発
が
一
段
落
し

た
感
が
あ
り
苦
戦
し
た
。
物

価
高
に
よ
る
需
要
減
、
人
手

不
足
に
よ
る
工
期
遅
延
の
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
で
厳
し
い
状
況

が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
が
全

力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

在
庫
の
拡
充
、
営
業
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
ほ
か
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
Ｉ
Ｔ

化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
ご
活
用
い
た
だ

き
た
い
。
皆
様
に
選
ば
れ
る

会
社
と
な
れ
る
よ
う
力
を
合

わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加

価
値
化
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
業
況
を
報
告
し
閉
会

し
た
。

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
が

催
さ
れ
、
同
会
副
会
長
で
も

あ
る
岡
崎
産
業
の
岡
﨑
信
一

社
長
が
乾
杯
の
発
声
を
行
い

開
宴
。
伏
見
の
地
酒
５
種
の

吞
み
比
べ
や
新
鮮
な
京
野
菜

と
旬
の
食
材
を
使
っ
た
会
席

料
理
を
堪
能
し
な
が
ら
和
や

か
に
歓
談
が
行
わ
れ
る
中
、

ヒ
ト
ミ
の
人
見
康
裕
社
長
が

同
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓

い
威
勢
よ
く
一
丁
締
め
を
行

い
散
会
し
た
。

翌
１９
日
は
、
滋
賀
県
栗
東

市
の
琵
琶
湖
カ
ン
ト
リ
ー
俱

楽
部
三
上
・
琵
琶
湖
コ
ー
ス

で
有
志
に
よ
る
懇
親
ゴ
ル
フ

が
行
わ
れ
、
秋
晴
れ
の
絶
好

の
プ
レ
イ
日
和
の
も
と
日
頃

の
腕
前
を
競
い
合
っ
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り

（
数
字
は
グ
ロ
ス
、ハ
ン
デ
、

ネ
ッ
ト
の
順
、
敬
称
略
）。

▽
優
勝
�
岡
﨑
信
一
（
前

出
）
１
０
３
、
３１
・
２
、
７１

・
８
▽
２
位
�
槇
原
潤
（
前

出
）
１
１
０
、
３３
・
６
、
７６

・
４
▽
３
位
�

人
見
康
裕

（
前
出
）
９７
、
２０
・
４
、
７６

・
６
▽
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
�
岡

崎
大
輔
（
キ
ッ
ツ
大
阪
支
社

大
阪
第
三
営
業
所
長
）
９３
。
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１
２
１
０
０
３

木
❶
木

中島誠一郎西日本岡谷管栄会会長が挨拶（中央）

岡 谷 鋼 機
岡谷マート

第１２回総会

懇親会で親睦深める
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